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高校運動部員用礼儀マナー尺度の開発


























































　本研究では、高校運動部員用礼儀マナー尺度の開発を試みた。研究 1 では、高校在籍時に運動部活動経験がある大学生 91 名を
対象に礼儀マナーの項目や因子を多面的に明らかにし、自由記述を用いて礼儀マナーに対する考えを調査、考察し、尺度開発に
客観的な見解を用いるために予備調査を行った。研究 2 では、研究 1 で作成された原案をもとに、高校運動部員用礼儀マナー尺
度の開発とその信頼性、妥当性の検討について高校運動部員 137 名を対象に本調査を行った。その結果、3 因子 25 項目の尺度（モ




























































































































動」（4 項目）の 6 因子を仮定した。なお、各項目への回答は、



















測度と Bartulett の球面性検定（BS）を実施した。KMO 測度
は、観測相関係数の大きさと偏相関係数の大きさを比較する
指標であり、Kaiser（1974）は .900 以上は優秀、.800 以上は
かなり良い、.700 以上は良い、.600 以上は普通、.500 以上は



















討には、GFI（Goodness of Fit Index）、AGFI（Adjusted Goodness 
of Fit Index）、CFI（Comparative Fit Index）、RMSEA（Roots 
Mean Square Error of Approximation）を用いた。GFI、AGFI、
CFI はともに 0 から 1 までの値をとり、1 に近づくほど適合が
良いとされている。豊田（1992）は GFI が .900 以上でモデル































いて値が 0 に近づくほど良いモデルとされ、.080 以下がモデ
ルを採択する基準とすると述べている。なお、データの分析





























結果、第 1 因子は a =.847、第 2 因子は a =.802 の値を示し
た。いずれも .800 を超えたため、内的整合性は高いといえる。





22 私は誰にでも自分から挨拶をすることができる。 .721 -.070      .009
25 私はチームのために動くことができる。 .716 .036 -.365
21 私は感謝の気持ちを素直に伝えることができる。 .698 .088 -.065
24 私は周りに合わせて行動することができる。 .698 -.039      .024
20 私は助言や手助けをしてもらった時は、お礼を言うことができる。 .646 .145 -.151
33 私は頼まれた事を、責任を持って全うすることができる。 .598 -.164      .128
15 私は目上の人に対しては敬語を使うことができる。 .587 -.020      .081
6   私は誰に対しても、何か失礼なことをした時は「すみません」と謝る
    ことができる。
27 私は困っている人を助けることができる。 .497 .027 .225
14 私は丁寧な言葉遣いができる。 .395 .024 .234
F2：ゲームにおける礼儀マナー（α=.802）
9  私は感情的な挑発行為や言動を行わない。 -.113 .799 .249
10 私は対戦相手や審判に失礼になることはしない。 .080 .767 .153
8  私は試合中に悪質なヤジを飛ばさない。 .048 .689 -.153
7  私は反則をされても仕返しをしない。 .042 .634 -.143
F3：その他の生活場面における礼儀マナー（α=.612）
28 私は日常生活で時間を守って行動している。  .38     -.102 .663
31 私は携帯電話の使い方（歩きスマホや通話の仕方）に注意している。 -.026 .149 .520
29 私は授業中に私語をしない。 -.186 .042 .430
13 私は部屋や部室等の身の回りの整理整頓を日々行っている。  .03     -.075 .360
F1 F2 F3
















田（2002）は 1 自由度あたりの適合の指標となる RMSEA を
参照にすると、客観的な基準をクリアしているとしているが、
























































　各因子の信頼性を示す a 係数は、第 1 因子、第 2 因子は十




















































































































　A 県内の高校 2 校、8 部活動（野球 2 チーム、バスケット
ボール、ダンス、アメリカンフットボール、ソフトボール、
体操、バレーボール各 1 チーム）、137 名（男子 67 名、女子
















ける礼儀マナー」に当たるとされる項目を 6 項目追加した 3



































ル の デ ー タ へ の 適 合 性 の 検 討 に は、GFI、AGFI、CFI、
RMSEA を用いた。加えて研究 2 では、モデルの比較を行うた
めに AIC（Akaike’s Information Criterion）を用いる。室橋
（2007）は AIC について、複数のモデルを比較する際に用いら
れ、比較したモデルの中で値が低いほど良いモデルであると










果、固有値が 1.0 以上を示す、解釈可能な 3 因子 25 項目が抽


















　探索的因子分析で得られた因子構造は 3 因子 25 項目の尺度








　モデル 1 ではこの探索的因子分析の結果の通り 3 因子 25 項
目の尺度として検証を行う。モデル 2 では各因子の数を統一




20 私は助言や手助けをしてもらった時は、お礼を言うことができる。 .809 .018 -.085
21 私は感謝の気持ちを素直に伝えることができる。 .804 -.114 .042
16 私は与えられた役割を果たすことができる。 .797 -.083 -.021
14 私は丁寧な言葉遣いができる。 .782 -.099 .095
1 私は丁寧なお辞儀や言葉であいさつをすることができる。 .772 -.090 .009
25 私は困っている人を助けることができる。 .762 .006 -.041
17 私は上下関係を意識した気配りをすることができる。 .737 .086 .039
15 私は目上の人に対しては敬語を使うことができる。 .731 .108 .011
24 私はチームのために動くことができる。 .726 .071 -.168
6 私は誰に対しても、何か失礼なことをした時は「すみません」と謝ることができる。 .724 .111 .075
22 私は誰にでも自分から挨拶をすることができる。 .700 -.106 .010
2 私は相手のことを思った接し方をすることができる。 .640 .116 -.074
23 私は周りに合わせて行動することができる。 .590 .024 -.071
30 私は頼まれた事を、責任を持って全うすることができる。 .572 .139 .007
19 私は電車などですすんで席を譲ることができる。 .572 -.184 .139
4 私は乗車の際、整列乗車をして乗車している。 .501 .193 .031
5 私はその場に適した服装、身だしなみを整えて行動できる。 .475 .188 .135
8 私は試合中に悪質なヤジを飛ばさない。 -.070 .932 -.052
9 私は感情的な挑発行為や言動を行わない。 -.042 .866 -.050
10 私は対戦相手や審判に失礼になることはしない。 .204 .720 -.027
7 私は反則をされても仕返しをしない。 -.073 .707 .165
28 私は携帯電話の使い方(歩きスマホや通話の仕方)に注意している。 .226 -.083 .699
27 私は授業中に私語をしない。 -.111 .223 .650
12 私は授業中に居眠りをしない。 -.175 -.025 .640
13 私は部屋や部室等の身の回りの整理整頓を日々行っている。 .112 -.038 .460
1 2 3




F3:　自己管理に関する礼儀マナ （ーα = .696）
因子パターン
F1:　他者に対する礼儀マナ （ーα = .941）









た（KMO=.829、BS= 696.199、p ＜ .001）。
　探索的因子分析の結果、固有値が 1.0 以上を示す、解釈可能




その結果、第 1 因子は a =.941、第 2 因子は a =.881 の値を示
した。第 1 因子、第 2 因子は .800 を超え、内的整合性は高い
といえる。第 3 因子は a =.696 で許容範囲内の値であると考え








必要はないと主張しているため、モデル 1 は 25 項目と項目数
が多いため、GFI の値が高くなくてもモデルを捨て去る必要
はないと考える。よって、1 自由度あたりの適合の指標となる
RMSEA に着目して検討する。モデル 1 の値は .086 と基準と
なる .080 以下には及ばないが、.100 以下は許容とする値にな
る為、許容の範囲にあると考えられる。
　モデル 2 では、CFI、GFI は .900 を超え、AGFI との値も
GFI と離れてはいないため良い値と考えられる。また、
RMSEA も .059 と .080 を大きく下回り、良い値を示している。






　本研究の研究 2 では、研究 1 で作成した高校運動部員用礼
儀マナー尺度の改案の因子構造を探索的因子分析により検討
した結果、「他者に対する礼儀マナー」、「ゲーム中における礼
儀マナー」、「自己管理に関する礼儀マナー」の 3 因子 25 項目
 
1 2 3
20 私は助言や手助けをしてもらった時は、お礼を言うことができる。 .808 -.059 .058
21 私は感謝の気持ちを素直に伝えることができる。 .778 .102 -.104
16 私は与えられた役割を果たすことができる。 .743 -.027 .107
14 私は丁寧な言葉遣いができる。 .733 -.002 -.007
8 私は試合中に悪質なヤジを飛ばさない。 -.043 .921 -.060
9 私は感情的な挑発行為や言動を行わない。 -.018 .860 -.057
10 私は対戦相手や審判に失礼になることはしない。 .217 .723 -.033
7 私は反則をされても仕返しをしない。 -.077 .700 .176
28 私は携帯電話の使い方(歩きスマホや通話の仕方)に注意している。 .182 -.106 .702
27 私は授業中に私語をしない。 -.061 .191 .684
12 私は授業中に居眠りをしない。 -.066 -.121 .590
13 私は部屋や部室等の身の回りの整理整頓を日々行っている。 -.032 .099 .464
1 2 3





F1:　他者に対する礼儀マナ （ーα = .850）
F2:　ゲーム中における礼儀マナ （ーα = .881）





　各因子の信頼性を示す a 係数は、第 1 因子、第 2 因子は十

































































































目は 3 因子 25 項目のモデルになり、2 つ目は各因子 4 項目の
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